
強豪チーム以外にも存在するタレントを発掘し、

良い指導と環境、刺激を与える。

天井効果の排除。

個の育成

トレセンシステム
日本式ユース育成システム



世界をスタンダードとした強化策の推進世界をスタンダードとした強化策の推進

各世界大会カテゴリー各世界大会カテゴリー

WorldWorld CupCup
Olympic GamesOlympic Games
UU--20 World Cup20 World Cup
UU--17 World Cup17 World Cup

分析／評価分析／評価

課題の抽出課題の抽出
克服のシナリオ作成克服のシナリオ作成

課題の克服課題の克服このサイクルを日本全体としてこのサイクルを日本全体として

取り組めるシステムを構築する取り組めるシステムを構築する



代表チーム

トレーニング
センター
システム

FIFA ワールドカップ

オリンピック

FIFA ワールドユース

FIFA U-17 世界選手権

ナショナル TC

9 地域 TC

47 都道府県TC

地区TC

U-16 U-14 U-12

A-National

U-23N. U-22N. U-21N.

U-20N. U-19N. U-18N.

U-17N  U-16N U-15N



ナショナルトレセン

情報の流れ

所属チーム

プレーヤー 指導者

選 手 指導者地区トレセン

ナショナルトレセン

地域トレセン

都道府県トレセン

地区トレセン

ナショナルトレセン

地域トレセン

都道府県トレセン

地区トレセン

ナショナルトレセン

地域トレセン

都道府県トレセン



ナショナルトレーニングセンターの変遷

第１期 地域対抗戦 （1978年～1995年）

地域のスタッフが中心になり、地域内の各チー

ムに点在しているタレントを集め地域対抗戦で

選手の発掘育成を行ってきた。



情報発信・共有化の機能を高める
３カテゴリー
（U-17・U-14・U-12）
各年１回のNTC
指導者講習会の並行開催（1999～）

ナショナルトレセンコーチ 各地域１名

ナショナルトレーニングセンターの変遷

第２期 トレーニングとゲームを行う研修会形式
（1996年～）



2003年の改革

U-17 ⇒ U-16

U-14 ⇒ 年齢現行通り、東西開催

U-12 ⇒ ９地域開催

４月１日生まれ ⇒ １月１日生まれ

参加人数の変更（従来一律16名ずつ）



【目的】：

現行

U-17
（11月開催）

改革

U-16U-16
（11月開催）

＊トレセン活動が比較的容易である高１年代
（高２早生まれ、中３も含む）

＊２種と３種の連携強化

ナショナルトレセン(NTC)の変更について（2003年度から）

【１月１日生まれ】



ナショナルトレセンU-16

北海道

東北

関東

北信越

東海

関西

中国

四国

九州

１６

１６

１６

１６

１６

１６

１６

１６

１６

１６

１６

３２

１６

２４

２４

１６

１６

２４

１４４ 184名を１ヶ所で開催



「平等」の解釈：

能力に応じた機会の平等

多くの良い選手を生み出しているところには
多くの選手を

この数は定期的に見直していく



【目標】：

現行

U-14
(３月開催）

改革

U-14U-14
(３月開催？）【1月1日生れ】

ユース協会育成部会の中で検討されているU-14→U-13を

訂正するもの

＊現U-14の空白を埋める県単位の活動プランが国体U-16化

とも関わってくるため、変更検討に時間をかける

＊現中１の活動（ナイキカップ等）とトレセンの関係、
３種/４種のスムーズな連携を考慮し、性急な変更を回避する。



ナショナルトレセンU-14

北海道

東北

関東

北信越

東海

関西

中国

四国

九州

１６

１６

１６

１６

１６

１６

１６

１６

１６

１６

１６

６４

１６

３２

３２

１６

１６

３２

１４４ 240名を東西で開催



【目的】：

現行

U-12
(12月開催）

改革

地域開催地域開催
(8月以降開催）

・7月末に指導者研修会を開催

・開催時期、規模は地域事情を勘案

【１月１日生まれ】

＊この年代で極端に絞り込まれることによるデメリットの解消

＊より多くの選手への刺激と広範囲からの発掘

＊４種年代指導者のレベルアップ

＊３種４種の連携



ナショナルトレセンU-12

北海道

東北

関東

北信越

東海

関西

中国

四国

九州

１（１６）

６（１６）

８（１６）

５（１６）

４（１６）

６（１６）

５（１６）

４（１６）

８（１６）

144名を１ヵ所で開催 598を９地域で開催

60 (72)

120
50
60 (64)
80

40
40 (48)
80

40 (44)
（ ）の中の数字は地域
で増員して招集している
人数



U-12 トレセン
５９８名

U-14 トレセン
２４０名

U-16 トレセン
１８４名

U-17
日本代表

90名

U-17
日本代表

90名

ユース改革のひとつの目標

U-17世界大会出場U-17世界大会出場



専任化

ユース改革

１地域 複数トレセンコーチ

＋

（いくつかの地域で）



ユース改革

５．５． 世界基準で戦う選手の育成

（エリート教育）

世界のエリート教育は、進んでい
る！ 韓国、中国、中東、ヨーロッパ、南米、

オーストラリア、アメリカ 等々…

ロジング（アカデミー）開始を見据えて、
エリートプログラムトライアルの開始
トップトップ選手の育成へのアプローチ開始



JFAアカデミー福島 開校

2006年4月



GAPGAP

World Top LevelWorld Top Level

JAPANJAPAN



ボトムアップ

プルアップ



World Top LevelWorld Top Level



ユース改革

低年齢のガイドライン作成４．４．
U-10
U- 8
U- 6

キッズプログラム開始
ガイドライン作成、指導者養成開始
８人制の明確な推奨開始
三位一体＋普及



従来型

三位一体
４つの要素

代表

指導者
養成

ユース
育成

代表

指導者
養成

ユース
育成

普及



新たな課題・現状への対応

本来の目的への回帰
代表活動の充実
国体U-16化実現

他の情報発信ツールの充実

継続的活動の確保
質の向上



現トレセンシステムの
成果

トレセン将来像



現トレセンシステムの
課題



2007年の改革

U-16 ⇒ トレーニングキャンプ

年２回 ２年サイクル

U-14 ⇒ ３地域開催 年２回

エリートキャンプとのリンクで

U-17 ⇒ 地域キャンプ ⇒ 地域対抗戦

（国体少年の部U-16化実現に伴い）

年間１回のＮＴＣ活動から複数回の継続した活動へ



U-16

U-14

東 西

東 中 西

北
海
道

東
北

関
東

東
海

北
信
越

関
西

中
国

四
国

九
州

40 40

44 44 44

選手に応じて
プランニング

エリートU-14
エリートU-13

モデル地区トレセントライアル開始
2008 ５ヶ所
2015 150ヶ所目標

同じオーガ
ナイズの中
で変化 NTC

47FATC

モデル地区TC

2回
T/G
2日

1回
3日

TM3回
（8vs8）
NTC後
U-13と
交流戦2日

2回
NTC
後

2回
NTC
前/後

2回
G
2日
3日

1回
2日
ｹﾞｰﾑ

1回
2日

3回
2日,3日,2日

T G GT

地域発信

＋アカデミー

見据えて

U-1２

44

+4

72
(60)
+2

120

+6

64
(60)
+0

44
(50)
+0

80

+8

40

+4

40

+2

80

+4

男子

女子

U-12NTC地域活動

NTCの構造 2007-
NTCU-16

2007 U-16
2008 U-15 11月 3月（U-15）
2009 U-16 8月 11月（U-16）
2010 U-15



NTCU-12の考え方
育成の中でも、最もNTCの役割が大きい年代

多くの子どもに可能性 ⇒ 多くの子どもに良い刺激を与えたい

＝ 2003年よりNTCを9地域開催にした経緯

現状の課題： 多くしたことによるレベル差。
質を重視する上での人数の妥当性に疑問も

⇒ この点へのアプローチ
ただし、この年代は重要であり、予算・活動の縮小はしたくない

関東地域にてトライアル

NTCの人数を120 ⇒ 80
ただしNTCとして2回目を行い、フォローする

※ 関東のトライアルの結果を検討

※ 地域によって状況は異なるため、地域毎に地域に応じたやり方の検討を行う

前提



NTCU-12の考え方

地域開催： 地域の活性化、レベルアップも期待

⇒ ナショナルトレセンとしての質を維持しつつ

シミュレーション等を通して理解を深めた上で、適切な連携を

内容のポイント：

・トレセンは押さえるべきベースを押さえる

・ベースの積み重ね、反復により身につけさせることが重要

※ベース：基本の技術 （動きながら、判断を伴う発揮 等）

・押さえるべきことは、やり通して身につけることが大事

（選手・指導者の根気強さ等のメンタリティー含）

・12歳でもサッカーの本質は変わらない。最初から選択肢を持つのがベース

パスとドリブルを状況に合わせて使い分けることをしっかり伝える

・単体の技術と全体のサイクルを意識 サッカー全体の理解

・ドリル ＋ 楽しむ部分（人と関わる楽しさ→個人戦術） サッカーをさせる

女子選手の参加について： 力量のある子を選考



NTCU-14/エリートProの考え方

可能性のまだ広い年代 ⇒ 東・中・西日本開催へ
（中学校、街ｸﾗﾌﾞの散在しているタレントに良い環境）

刺激の定着を重視し、2007年度より年2回開催へ

エリートプログラムと合わせて総合的にこの年代の育成を考える

日程・形式： NTCは現在の方法を維持・継続

時期は、５月第４土日を含む日程にて原則固定

前提



NTCU-14/エリートProの考え方
可能性のまだ広い年代 ⇒ 東・中・西日本開催へ

刺激の定着を重視し、2007年度より年2回開催へ

エリートプログラムと合わせて総合的にこの年代の育成を考える

現状の課題： 2009年度より、JクラブはNTCに入れない方向

エリートではトップトップを育成する

パイを広げたい／トップトップへの刺激 のバランス

地域 ⇒ 全国というシステムは１つは残したほうが良い

U-12の9地域開催から、NTCU-14の13歳の人数の激減

関東地域にてトライアル

エリートU-13を地域で 関東にて地域エリートU-13のトライアル

※ 関東のトライアルの結果を検討

※ 地域によってJクラブのバランス状況は異なるため、Jクラブが2009年度より

外れる前提にて地域毎に地域に応じたやり方の検討を行う

前提



NTC U-12
NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12 AFC U-13

U-13

U-14

U-13

U-14

U-13

U-14

U-13

U-14 U-14

U-13

U-14

U-13

U-13

U-14

U-13

U-14

U-13

U-14

8-12月 4月 5月 6月 8月 11月

NTC U-14 NTC U-14エリート エリート エリート エリート

12月

ジュビロカップ日韓交流事業

韓国遠征
日韓交流事業

エリート
韓国

アカデミー

現在の形

NTC U-14 ３箇所開催

年２回
2009年よりJクラブの選手を除く方向

エリートプログラム
この年代のトップトップ
ほとんどがJの選手



NTC U-12
NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12 AFC U-13

U-13

U-14

U-13

U-14

U-13

U-14

U-13

U-14 U-14

U-13

U-14

U-13

U-13

U-14

U-13

U-14

U-13

U-14

8-12月 4月 5月 6月 8月 11月

NTC U-14 NTC U-14エリート エリート エリート エリート

12月

ジュビロカップ日韓交流事業

韓国遠征
日韓交流事業

エリート
韓国

アカデミー

2008年

U-13関東にてトライアル
U-13地域エリート

NTC U-14 は現在の形で継続

・この年代のパイを広げる
・エリートではJを含むトップの選手に幅広い刺激を。



NTC U-12
NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12 AFC U-13

U-13

U-14

U-13

U-14

U-13

U-14

U-13

U-14 U-14

U-13

U-14

U-13

U-14

U-13

U-14

韓国遠征
日韓交流事業

U-14関東にてトライアル
U-14地域エリート

U-13

ジュビロカップ

8-12月 4月 5月 6月 8月 11月

NTC U-14 NTC U-14エリート エリート エリート エリート

12月

2009年以降（地域エリートキャンプの展開を検討）

U-13
トライアル結果により
Jの多い地域にて
U-13地域エリート U-13U-13

U-13

U-13

U-13

U-14

日韓交流事業

エリート
韓国

アカデミー



U-13

U-14

U-13

U-14

U-13

U-14

U-13

U-14

U-13

U-14

U-13

U-14

NTC U-12
NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12

NTC U-12 AFC U-13

U-14

U-13

U-14

日韓交流事業

韓国遠征
日韓交流事業 エリート

韓国
アカデミー

8-12月 4月 5月 6月 8月 11月

NTC U-14 NTC U-14エリート エリート エリート

12月

2012年(地域エリートキャンプとトレセンの定着）

地域の状況に応じて：
Jの多い地域→地域エリート

少ない地域→合同にて実施

U-13
U-13U-13

U-13

U-13

U-13

U-14
U-14U-14

U-14

U-14

U-14 U-14
U-14U-14

U-14

U-14

U-14

U-13
U-13U-13

U-13

U-13

U-13

U-13

ジュビロカップ

エリート



NTCU-16の考え方

大人のサッカーの入り口

U-17世界大会に向けての準備と重なる年代

前提

2007年度からのフォーマット変更：
・U-17世界大会準備の年代との組み合わせ

・U-17世界大会年代に当たらない年代を、２年サイクルで継続的にカバーし

「トレーニングキャンプ」と位置づけ、強化

11月→3月→8月→11月のサイクル

2年間で、2箇所、4回のキャンプ

・2008年度はU-15から

2007年度の活動から

・継続的活動の効果を確認



NTCU-17の考え方

国体少年の部U-16化に対応

U-16以降の遅咲きの選手の発掘・強化の場として

前提

2007年度からの取り組み：
・U-17地域キャンプ ⇒ 地域対抗戦（エントリー制⇒全地域強制ではない）

・選抜チームを沖縄招待へ

選考の考え方確認：
・早生まれ含む

・選手権に出るチームの選手の参加に関しては、所属チームと調整

（選出されても辞退する事が可能）

2008年度：
・同時期にて開催予定 12月15、16、17日

・地域キャンプを複数回行い地域対抗戦に繋げる


